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§1  緒  ち

最近は嘱ワ質ぶ蔵の一朱として、骨栽則議表ビンか広くnい ぅ彙

てきつ ヽあ る。 このような貯晟ビ`ンに 妬夕のような+為性

雅tt枚料 き詰めた際、どのよぅな上圧かィ午用するかについては、

現在 ,Mssemの 理論魚7か老の設営十規準となっているよぅて`ある。

この`2論ピ1は,ビ ン内の垂直上鳳鴫はピンな6あ 向に等分布乙

な し、光瀾犬んり伴り奎量 の一
部 分゙ィ釧壁 との疼舅察型uぇて・員黎 され うと

し〉うサイロル果のみに基プかれて おヽ 。  し をかつてこのI里論

は 塵 径にくら、高さの人ぃ )(サ ィロ効果か`十分に慟く)貯 蔵

ピ.ンで ど の中に米■ん接料か拘―に詰めうた し かtビ ン広珠民の

タワミかな ,ヽとをにはそのま 適ゝnZ・こぅと罵わЙる。

しかL―機的には、貯蔵ピンの大型イし さ うには緩林イヒにより

ビンたに地ツ↓枚メ斗を填たする際、六ッパー宵ぞ連(売ヒて墳たする

ため し'ン内の力状栽料は♯常にゆるく し かt不土う一

卜詰められていうとくわЙる。   こ のような員ら餃ピン   図
~

に対し■m ss enの公式を老つき>適用することには可

成り疑向かある。  老 こZ'表々 は、c'ンの各こ高さか

laゞヽ宵ヒし,(サイロ効果al・小ξ、))ょぅな貝う餃ピンに砂

をホッ/ぐ―Z・墳 たし ピン中央 からか 之わ 出する場合、 ∠財 1

秒填た中ある )ヽは1由出中にヒ・ン狛! 1慶おょび,た0に か 〉る

写 真 ―

土ルと、ビンタ1壁に生じ'るん力をしるため、写真

図―l′2に 示すよぅな巖型ビンそ∩いZ行 つ

た実験結果つ一老「そ報告すう。

§2  実 験ち,ム

実験装置は写真1こ示すごこ<、未ッパー

(06m3)と 下吉F秒瑠め(ο7薇3) 老 の向に

具う餃ピ'ンネ莫型こなう/ぐイプ (ο2■f)に 大Яl`・

こう。  ´ 少鑽た口の′多動によって巖型ビンに

か>ぅ土F分 布つ変イし込夕るをめ 未 ツパーと

秒損た口とり尚は伸紹ホースZ・違詰tた、なお

矛)填 た 口 、1由出 口 とt口 径 夕 c m `∩ し,た 。
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